
  
 
 

䣓
選
択
䣔
の
秋 

  

11
月
上
旬
ま
で
東
京
で
観
測
し
た
今

年
の
䣓
夏
日
䣔
䥹
25
度
以
上
䥺
は
史
上
最

多
の
実
に
141
日
に
及
び
ま
し
た
が
䣍
中
旬

以
降
は
一
気
に
秋
か
ら
冬
の
気
配
を
感

じ
ま
す
䣎 

 

季
節
感
あ
る
秋
の
様
々
な
取
組
䥹
勉
強
䣍

読
書
䣍
ス
ポ
䤀
ツ
䣍
芸
術
・
文
化
そ
の
他
䥺

と
共
に
䣍
本
校
䣍
各
学
年
生
徒
は
䣍
そ
れ

ぞ
れ
極
め
て
重
要
な
䣓
選
択
䣔
を
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
ま
す
䣎 

  

３
学
年
生
徒 

 
 

受
験
校
・
学
部
・
学
科 

 
 
 
 

 

の
選
択 

  

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
出
願
人
数

䥹
10
月
初
旬
䣍
入
試
セ
ン
タ
䤀
に
提
出
䥺

は
２
７
６
名
䥹
約
90
％
䥺
と
な
り
䣍
セ
ン

タ
䤀
試
験
時
代
を
含
め
䣍
過
去
10
年
間
で

最
高
の
数
値
と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

い
わ
ゆ
る
䣓
年
内
入
試
䣔
の
総
合
型
選

抜
䥹
旧
Ａ
Ｏ
方
式
䥺
が
10
月
に
䣍
学
校
推

薦
型
選
抜
が
11
月
に
始
ま
䣬
て
い
ま
す

が
䣍
大
多
数
の
生
徒
が
１
月
中
旬
の
共
通

テ
ス
ト
を
経
て
䣍
一
般
受
験
に
臨
み
ま
す
䣎 

そ
の
た
め
の
受
験
校
・
学
部
・
学
科
の
絞

り
込
み
の
た
め
に
䣍
必
要
な
生
徒
が
䣍
進

路
部
や
担
任
の
先
生
な
ど
と
各
種
デ
䤀

タ
に
基
づ
き
䣍
放
課
後
に
相
談
䥹
三
者
面

談
含
む
䥺
し
て
い
ま
す
䣎 

国
公
立
大
学
の
出
願
は
共
通
テ
ス
ト

後
で
す
が
䣍
私
立
大
学
の
出
願
が
年
末
か

ら
１
月
中
旬
と
な
り
ま
す
䣎
最
後
ま
で
諦

め
な
い
覚
悟
で
䣍
慎
重
な
䣓
選
択
䣔
を
経

て
䣍
ス
ケ
ジ
䣻
䤀
ル
を
組
み
䣍
果
敢
に
大

胆
に
䣓
本
番
䣔
に
臨
ん
で
下
さ
い
䣎 

 
２
学
年
生
徒 

必
修
科
目
・
自
由
選
択 

 

科
目
の
選
択 
  

新
教
育
課
程
一
期
生
と
し
て
３
学
年

を
迎
え
ま
す
䣎
本
校
と
し
て
も
従
来
以
上

に
特
に
必
修
科
目
の
選
択
肢
が
多
く
䣍
受

験
目
標
の
大
学
等
の
受
験
教
科
・
科
目
を

睨
み
な
が
ら
䣍
自
由
選
択
科
目
と
も
連
動

さ
せ
選
択
科
目
を
決
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
䣎 

 

11
月
17
日
に
仮
調
査
を
締
め
切
り
䣍

本
調
査
締
め
切
り
は
12
月
15
日
で
す
䣎

受
験
へ
の
意
識
を
バ
䤀
ジ
䣼
ン
ア
䣹
プ

さ
せ
る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
䣍 

担
任
や
教
科
担
当
䣍
進
路
部
の
教
員
な
ど

と
相
談
の
上
䣍
最
終
決
定
し
て
下
さ
い
䣎 

 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

  

１
学
年
生
徒 

 
 

䣓
文
理
䣔
選
択
・ 

 
 
 
 
 
 

科
目
選
択 

 
 

 

あ
る
意
味
䣍
人
生
の
分
岐
点
と
も
な
る

重
要
な
䣓
文
理
䣔
選
択
で
す
䣎
ま
た
新
教

育
課
程
の
特
色
と
し
て
は
文
系
で
日
本

史
探
究
・
世
界
史
探
求
の
選
択
䣍
理
系
で

物
理
・
生
物
の
選
択
が
あ
り
ま
す
䣎
３
年

で
の
選
択
科
目
も
意
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
䣎 

 

得
意
・
不
得
意
䣍
興
味
・
関
心
䣍
大
学

等
の
受
験
教
科
・
科
目
な
ど
䣍
様
々
な
観

点
䣍
判
断
材
料
か
ら
慎
重
に
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
䣎 

 

仮
調
査
が
既
に
10
月
27
日
に
締
め
切

ら
れ
䣍
必
要
な
生
徒
は
担
任
等
と
の
相
談

䥹
三
者
面
談
含
む
䥺
を
通
じ
䣍
12
月
1
日

締
め
切
り
の
本
調
査
提
出
と
な
り
ま
す
䣎 

 

９
月
䦅
10
月
に
選
択
の
説
明
会
や
保

護
者
会
䣍
教
材
提
示
な
ど
で
案
内
済
み
で

す
が
䣍
自
ら
の
進
路
開
拓
の
大
事
な
節
目 

と
し
て
下
さ
い
䣎 

                                              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

何
か
を
䣓
選
ぶ
䣔
こ
と
は 

他
の
何
か
を
䣓
捨
て
る
䣔 

こ
と
で
は
な
い 

 
 

こ
と
受
験
や
進
路
を
意
識
し
て
か
䣍
授

業
に
対
し
て
も
䣍
受
験
に
直
接
関
係
な
い

教
科
・
科
目
を
打
算
的
に
䣓
捨
て
る
䣔䣍
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
䣎 

高
校
の
授
業
全
て
で
䣍
今
後
生
き
て
い

く
上
で
必
要
な
知
識
・
技
能
・
教
養
・
心

身
・
感
性
な
ど
を
身
に
付
け
養
う
䣎䣓
捨
て
䣔

て
い
い
授
業
は
何
一
つ
無
い
䣎 

自
分
が
䣓
受
験
䣔
で
使
わ
な
く
と
も
䣍

䣓
受
験
䣔
に
そ
れ
を
使
う
他
人
に
や
が
て

間
接
的
に
支
え
ら
れ
生
き
て
い
く
こ
と

に
な
る
䣎
自
分
が
選
ば
な
か
䣬
た
も
の
を

他
人
が
選
び
䣍
結
果
䣍
相
互
に
支
え
あ
う

こ
と
で
社
会
は
成
り
立
つ
䣎䣓
損
得
䣔
で
敢

え
て
言
え
ば
䣍
選
ん
だ
こ
と
で
䣓
得
䣔
し

た
分
䣍
選
ば
な
か
䣬
た
こ
と
に
よ
る
䣓
損

失
䣔
を
誰
か
に
補
䣬
て
も
ら
䣬
て
い
る
䣎 

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
は
䣍
個
人
・
集
団
䣍

次
元
を
異
に
し
て
広
く
は
国
や
世
界
で

均
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
䣎

䣕
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
䣖
を
掲
げ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
䣍
精
神
に
も
リ
ン
ク

す
る
䣎
こ
れ
は
利
害
や
損
得
を
超
え
た
䣍

皆
で
生
き
て
い
く
魂
の
問
題
と
な
る
䣎 

何
か
を
䣓
選
ぶ
䣔
こ
と
は
他
の
何
か
を

䣓
捨
て
る
䣔
の
で
は
な
く
一
時
的
に
䣓
選

ば
な
い
䣔
だ
け
だ
䣎䣓
捨
て
た
䣔
と
思
う
も

の
も
形
を
変
え
䣍
後
で
䣓
拾
う
䣔䥹
拾
え
る
䣍

拾
わ
さ
れ
る
䥺
こ
と
に
な
ろ
う
䣎
人
生
は

そ
の
連
続
で
あ
り
䣍
過
去
・
現
在
・
未
来

は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
繋
が
䣬
て
い
る
䣎 

江
北
だ
よ
り 

令
和
５
年
度 

第
７
号 

令
和
５
年 

11
月
20
日 

発
行 

本
校
ホ
勖
ム
ペ
勖
ジ
は 

こ
ち
ら
か
ら 

 



校
内
予
備
校 

開
始 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10
月
か
ら
䣍
進
学
指
導
推
進
校
対
象
の

教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
䣍
外
部
講
師

䥹
Ｚ
会
か
ら
派
遣
䥺
に
よ
る
䣓
校
内
予
備

校
䣔
が
始
ま
り
ま
し
た
䣎䥹
左
写
真
䥺
１
・

２
年
生
の
希
望
者
対
象
で
䣍
平
日
䥹
火
䥾

数
学 

金
䥾
英
語
䥺
の
17
時
䦅
18
時
及

び
18
時
䦅
19
時
の
２
部
制
で
䣍
部
活
動

生
徒
に
も
配
慮
し
た
時
程
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
䣎
受
講
料
は
教
材
費
を
含
め
無
料

で
䣍
学
年
末
ま
で
14
回
の
予
定
で
実
施
さ

れ
ま
す
䣎 

学
年
別
講
座
編
成
で
䣍
10
月
時
点
で 

１
年
受
講
者 

数
学
105
名 

英
語
108
名 

２
年
受
講
者 

数
学
59
名 

英
語
107
名 

と
な
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

校
内
予
備
校
開
校
日
は
䣍
自
習
室
で
の

学
習
者
を
含
め
䣍
多
い
日
に
は
200
名
以
上

の
生
徒
が
䣍
17
時
以
降
に
校
内
で
勉
強
し

て
い
ま
す
䣎
学
習
環
境
を
大
い
に
手
段
と

し
て
活
用
し
䣍
学
力
向
上
䣍
進
路
目
標
に

向
か
䣬
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
䣎 

 

２
年
数
学 

３
階
中
講 

 
 

１
年
数
学 

視
聴
覚
室 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

体
験
型
交
通
安
全
教
室 

 
 

10
月
20
日
䥹
金
䥺
３
限
䣍
足
立
区
主
催 

の
参
加
・
体
験
型
交
通
安
全
教
室
を
綾
瀬

警
察
署
に
ご
協
力
い
た
だ
き
䣍
本
校
校
庭

で
実
施
し
ま
し
た
䣎
実
際
の
交
通
事
故
場

面
を
生
徒
が
リ
ア
ル
に
捉
え
䣍
安
全
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
䣍
プ
ロ
の
ス
タ

ン
ト
マ
ン
や
車
両
等
を
活
用
し
ま
し
た
䣎 

 

交
通
安
全
講
話
の
後
䣍
自
動
車
と
自
転 

車
の
実
際
の
衝
突
場
面
を
プ
ロ
の
ス
タ 

ン
ト
マ
ン
な
ど
が
演
じ
䣍
次
に
本
校
生
徒 

も
䣍
受
け
た
指
示
を
基
に
䣍
危
険
な
疑
似 

場
面
䥹
例 

イ
ア
フ
䣸
ン
着
用
時
䣍
接
近 

車
両
の
音
へ
の
気
付
き
が
遅
れ
る
䥺
を
作 

る
な
ど
䣍
特
に
自
転
車
通
学
者
が
多
い 

本
校
生
徒
に
は
参
考
に
な
䣬
た
と
思 

わ
れ
ま
す
䣎䥹
左
写
真
䥺 

ス
タ
ン
ト
マ
ン
の
実
演 

 

疑
似
場
面
を
作
る
生
徒 

 
 

  

部
活
動
結
果
な
ど 

◎ 

卓
球
部 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
新
人
大
会 

 
 

10
月
１
日
䥹
日
䥺 

五
日
市
フ
䣴
イ
ン
プ
ラ
ザ
会
場 

 
 
 

２
年
Ｇ
組 

池
田
快
瑠 

３
回
戦
進
出 

 

１
回
戦 

〇
３―

１
● 

工
学
院
大
付
属 

 

２
回
戦 

〇
３―

０
● 

都
立
多
摩 

 

３
回
戦 

●
０―

３
〇 

安
田
学
園 

 

◎ 

和
太
鼓
部 

10
月
15
日
䥹
日
䥺
文
部
科
学
省
ホ
䤀
ル 

ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

 

＃
せ
か
い
部
イ
ベ
ン
ト 

 

日
本
文
化
の
紹
介
と
演
奏
の
披
露
䥹
左
上

下
写
真
䥺
及
び
海
外
留
学
生
の
和
太
鼓
体

験
補
佐 

 
 

 
 

 

＊
ス
ラ
イ
ド
資
料 

ホ
䤀
ル
で
の
演
奏 

 

英
語
で
和
太
鼓
解
説 

 
 

 

 

10
月
22
日
䥹
日
䥺 

足
立
区
大
谷
田 

氷
川
神
社 

例
大
祭 

和
太
鼓
部
が
４
カ
所
で
演
奏
披
露
䣍
ボ
ラ 

ン
テ
䣵
ア
生
徒
の
御
神
輿
先
導
な
ど
で 

祭
り
の
盛
り
立
て
に
貢
献 

 
 

神
社
境
内 

 
 

 

周
辺
広
場
で
の
演
奏 

 

 

◎ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

 
 

新
進
大
会
予
選 

10
月
29
日
䥹
日
䥺 

 
 

２
年 

小
林
涼
風 

樋
下
田
み
づ
き 

ペ
ア 

 
 

 

１
回
戦
〇
４―

３
●
都
立
南
平 

 
 

 

２
回
戦
○
４―

３
●
大
妻
中
野 

 
 

同 

決
勝
大
会 

11
月
３
日
䥹
祝
䥺 

 
 

 

１
回
戦
●
０―

４
○
都
立
清
瀬 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

◎ 

剣
道
部 

11
月
12
日
䥹
日
䥺
本
郷
高
校
会
場 

 

一
級
審
査
会 

合
格 

 
 

１
Ａ 

竹
元 

１
Ｄ 

東
窪 

１
Ｈ 

林 
 

＊
次
は
初
段
を
目
指
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

決勝大会に臨む 小林・樋下田ペア 
合格証を手にする３生徒 


